
 

 

 

 

 

 

ユニプレスグループ 
 

 
 

 

 

 

 
 ユニプレスグループの役員及び社員は、経営理念の実現に向けたあらゆる企業活動の実践において 

法令及び社会倫理の遵守はもとより、ユニプレスグループ行動規範を遵守します。 

 ユニプレスグループの役員及び社員は、ユニプレスグループ行動規範に違反する行為が行われている 

ことを知ったときは、その旨を報告します。 

 

 

第 I章  お客様に対する姿勢 

1. 良い製品を安全に提供 

私たちは、消費者・ユーザーの立場に立ち、安全性に十分配慮し、高品質で合理的なコストを追求した

製品を提供します。 

また、創造的で革新的な技術開発を継続し、積極的に新事業の開拓を行います。 

 

2. 事故・トラブルへの対応 
私たちは、製品に不具合が発生した場合は、社会に対して責任ある企業として経営トップへの報告を 

速やかに行い、迅速に対応します。 

 

第 I I章  取引先に対する姿勢 
1. 公正な取引の実施 

私たちは、全ての取引先と常に対等・公正・透明な取引関係を構築し、ビジネスパートナーとして、 

互いを理解、尊重しながら強い協力関係を築き、共栄を実現します。 

 

2. 競争法及び関係法令の遵守 
私たちは、競争法等の遵守はもとより、全ての取引活動を誠実・公正・透明に行います。 

 

3. 関係先・取引先との交際 

私たちは、関係先・取引先との関係で社会的儀礼の範囲を超えた利益供与・贈答は受けません、 

行いません。 

 

第 I I I章  株主・投資家に対する姿勢 
1. 適切で迅速な情報発信 

私たちは、会社の株主をはじめとするステークホルダーが必要としている情報を、適時適切に開示し、 

社会的責任を自覚し公正な市場競争を行うとともに、正しい理解・評価を得ることを目指します。 

 

2. インサイダー取引の禁止 

私たちは、インサイダー取引及びその疑いを持たれるような取引は行いません。 

 

3. 適正な会計処理 
私たちは、法令や社内規則等を守り、財務・税務会計の正確性、信頼性確保の為に、適正な会計処理

を行います。 

また、社内外の監査機能を強化することにより、透明性のある企業経営を目指します。 

 

 



 

 

第 IV章  社会に対する姿勢 
1. 環境の保全 

私たちは、ユニプレス環境方針のもと、環境関連法令等を遵守できる体制の構築・維持・継続的改善を

行います。 

私たちは、製品を開発する場合に製品の安全性はもとより、環境に与える影響を最小限に抑えるため、

環境負荷物質の削減と省資源・省エネルギーを推進します。 
 

2. 社会貢献・地域社会との融合 
私たちは、社会の一員として積極的かつ継続的に社会貢献を行います。 

また、地域社会との関わりを積極的にもち、当社事業及び地域社会の発展に貢献します。 
 

3. 世界市民として 
私たちは、国際ルールやその国の法律を遵守することはもとより、その国の文化や慣習を尊重し、その

発展に寄与する経営を行います。 

 

第V章  職場のあり方 
1. 職場の安全 

私たちは、安全かつ衛生的な労働環境の整備に努めるとともに、建築物・設備等に対し、必要な安全・

衛生関連法規に適合するための措置を行います。 
 

2. 労働環境 
私たちは、児童就労、強制労働、人身売買を行わせず、適正な労働時間や賃金の支払等を実現するこ

とで、その国の労働関連法令等を遵守するための措置を行います。 
 

3. 職場環境 
私たちは、一人ひとりが、仲間の意見を尊重し、また失敗を恐れずに挑戦できる環境作りに貢献します。 
 

4. 個人の尊重 
私たちは、人種、国籍、性別、性的指向、宗教、障がい、年齢、出身、雇用形態に拘わらず、全ての働く

人の人権を尊重し、差別や個人の尊厳を傷つける行為を排除します。 

あらゆる種類のハラスメントは行いません。 

また、寛大で誠実な精神で、ともに働きやすい職場作りに貢献します。 
 

第VI章  社員の心構え 
1. 業務・職務への姿勢 

私たちは、責任感をもって自分の仕事に従事し、自分の能力を最大限に発揮し、あらゆる仕事に最善を

尽くします。 

 
2. 会社財産の保護 

私たちは、有形・無形を問わず、当社の権利・財産を適正に管理・保護し、私的用途等の不正な使用は

行わないとともに、他人の権利・財産を尊重します。 

 

3. 情報の適切な管理 
私たちは、業務上知り得た会社や取引先の保有する情報を、法令や社内規則等に則り適切に管理しま

す。 
 

4. 政治・行政との関係 

私たちは、利害関係のある公務員等に対して、透明かつ公正な関係づくりに努め、金銭、贈答等の利益

供与はもとより、社会通念の程度を超える行為は一切行いません。 
 

5. 公私のけじめ 

私たちは、公私のけじめを守ります。会社の名前を利用して、個人的な利益を図ることは決して致しませ

ん。 

会社の資材を個人的に利用したり、取引先等から個人的に金銭や贈り物を受け取る等の行為は決して

致しません。 
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